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竹村なおこ竹村なおこのの
県政レポート

県外視察
環境文教委員会

京都市立洛友中学校
愛知県豊川市イオンモールの

バイオマス発電 愛知県東浦町緒川小学校

環境文教委員会での質疑

「
地
域
共
生
社
会
」と
は
…

　
制
度
・
分
野
ご
と
の「
縦
割
り
」

や「
支
え
手
」「
受
け
手
」と
い
う

関
係
を
超
え
て
、地
域
住
民
や

地
域
の
多
様
な
主
体
が
参
画

し
、人
と
人
、人
と
資
源
が
世

代
や
分
野
を
超
え
繋
が
る
こ

と
で
、住
民
一人
ひ
と
り
の
暮
ら

し
と
生
き
が
い
、地
域
を
共
に

創
っ
て
い
く
社
会
。

「
８
０
５
０
問
題
」と
は
…

　
80
代
の
親
が
50
代
の
子
ど
も
の

生
活
を
支
え
る
た
め
に
、経
済

的
に
も
精
神
的
に
も
強
い
負
担

を
請
け
負
っ
て
い
る
こ
と
。

【
竹
村
】
８
０
５
０
問
題
や
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
等
、
担
当
窓
口
の

無
い
課
題
に
対
応
で
き
る
重
層

的
支
援
体
制
の
推
進
を
。
飯
田

市
「
福
祉
ま
る
ご
と
相
談
窓
口
」

の
よ
う
に
ど
ん
な
問
題
も
断
ら

な
い
体
制
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
健
康
福
祉
部
長
】　

縦
割
り
を

超
え
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
的
に
福
祉

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
る
重
層
的

支
援
体
制
は
、
大
変
有
益
と
認
識

し
て
い
る
。
社
会
福
祉
法
で
、
県

は
市
町
村
に
お
い
て
重
層
的
支
援

体
制
整
備
が
適
正
か
つ
円
滑
に
行

わ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
助
言
や
情

報
提
供
等
を
行
う
と
さ
れ
て
い

る
。
事
業
実
施
に
向
け
た
説
明

会
、
あ
る
い
は
包
括
的
支
援
体
制

構
築
の
必
要
性
等
を
普
及
啓
発
す

る
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、
相
談
支

援
者
等
の
人
材
育
成
の
研
修
な

ど
、
後
方
的
支
援
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
な
お
、
市
町
村
の
多
機
関

協
働
事
業
等
の
実
施
に
要
す
る
費

用
の
一
部
は
、
県
も
負
担
す
る
。

【
竹
村
】市
町
村
の
取
組
状
況
は
。

【
健
康
福
祉
部
長
】　

昨
年
度
よ

り
増
え
て
３
市
１
町
。
重
層
的
支

援
体
制
整
備
事
業
を
円
滑
に
実
施

で
き
る
よ
う
、
各
相
談
支
援
機
関

等
と
の
連
携
体
制
の
構
築
を
は
じ

め
、
多
機
関
協
働
、
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
等
を
通
じ
た
継
続
的
支
援
、
参

加
支
援
の
準
備
及
び
試
行
的
取
組

等
を
行
う
移
行
準
備
事
業
に
取
組

む
の
は
11
市
町
村
。

【
竹
村
】
消
防
団
活
動
協
力
事
業

所
の
登
録
状
況
は
。

【
危
機
管
理
部
長
】　
一
定
数
以

上
の
消
防
団
員
が
在
籍
し
、
消
防

団
活
動
に
協
力
し
て
い
る
事
業
所

を
市
町
村
が
認
定
す
る
も
の
で
、

77
市
町
村
全
て
が
制
度
を
導
入
し
、

令
和
５
年
４
月
現
在
、
１
、１
６
４

事
業
所
が
認
定
を
受
け
、
認
定
数

全
国
３
位
。
県
内
消
防
団
員
の
８

割
超
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
団
員
で
、

そ
の
割
合
も
全
国
２
番
目
。
入
札

参
加
資
格
の
加
点
、
中
小
企
業
振

興
資
金
の
貸
付
利
率
の
引
き
下

げ
、
事
業
税
の
軽
減
措
置
、
知
事

表
彰
等
で
、
制
度
の
一
層
の
拡
大

を
図
っ
て
い
る
。

【
竹
村
】
協
力
事
業
所
応
援
減
税

の
期
間
延
長
や
上
限
額
の
見
直

し
は
。

【
危
機
管
理
部
長
】　

令
和
４
年

度
は
58
社
、
減
税
額
は
５
５
０
万

円
余
。
見
直
し
等
は
総
合
的
に
判

断
し
た
い
。

【
竹
村
】
女
性
消
防
団
員
の
活
躍

を
進
め
る
た
め
の
支
援
は
。

【
危
機
管
理
部
長
】　
少
し
ず
つ
、

女
性
も
消
火
活
動
に
従
事
し
た

り
、
あ
る
い
は
女
性
消
防
隊
の
結

成
や
女
性
分
団
長
な
ど
、
男
性
同

様
の
業
務
を
担
う
団
も
あ
る
。
女

性
団
員
の
活
躍
を
載
せ
た
印
刷
物

作
成
、
多
様
な
事
例
を
紹
介
す
る

な
ど
、
女
性
活
躍
に
向
け
支
援
し

て
い
る
。
一
層
、
女
性
団
員
の
活

躍
し
や
す
い
環
境
作
り
を
進
め
た

い
。

【
竹
村
】
信
州
消
防
団
員
応
援

シ
ョ
ッ
プ
拡
充
と
団
員
カ
ー
ド

の
ア
プ
リ
化
は
。

【
危
機
管
理
部
長
】　

令
和
５
年

４
月
現
在
、
県
内
１
、２
６
０
店

舗
登
録
。
ス
ー
パ
ー
や
食
料
品
な

ど
小
売
業
は
３
１
２
店
舗
、
約
４

分
の
１
。
ア
プ
リ
化
は
、
本
人
確

認
な
ど
課
題
も
あ
る
が
、
今
後
検

討
し
た
い
。

【
竹
村
】
消
防
団
の
果
た
す
役
割

の
評
価
と
期
待
す
る
も
の
は
。

【
知
事
】　

速
や
か
に
現
場
に
駆

け
つ
け
、
消
火
活
動
、
人
命
救
助

等
、
日
夜
の
ご
尽
力
に
心
よ
り
敬

意
を
表
し
た
い
。
大
規
模
災
害
等

に
も
、
現
場
に
消
防
団
が
い
な
け

れ
ば
、
救
助
活
動
等
不
可
能
。
地

域
に
精
通
し
た
団
員
が
、
ま
さ
に

地
域
防
災
力
の
中
核
で
あ
る
。
ま

た
、
人
口
減
少
で
自
治
力
が
弱
ま

る
中
、
自
ら
の
地
域
は
自
ら
の
力

で
守
る
と
い
う
意
味
で
、
消
防
団

活
動
は
自
治
の
模
範
と
思
う
。

　

活
動
へ
の
理
解
促
進
や
企
業
、

地
域
社
会
全
体
で
消
防
団
を
支
え

る
た
め
取
組
を
一
層
推
進
し
、
消

防
団
の
充
実
強
化
、
消
防
団
員
の

確
保
に
努
め
た
い
。

に
つ
い
て
は
53
・
６
％
。
生
徒
た

ち
が
使
う
特
別
教
室
が
50
％
未

満
、
学
校
の
現
状
や
要
望
を
調
査

し
、
検
討
す
る
。

投
票
率
ア
ッ
プ
に
向
け
て

【
竹
村
】主
権
者
教
育
の
現
状
は
。

【
教
育
委
員
会
】　

教
育
委
員
会

で
は
選
挙
管
理
委
員
会
と
連
携
協

定
を
締
結
。
こ
れ
に
基
づ
き
模
擬

【
竹
村
】「
ま
い
さ
ぽ
」の
活
用
は
。

【
健
康
福
祉
部
長
】　

生
活
困
窮

相
談
で
は
連
携
が
望
ま
し
い
。
で

き
る
だ
け
多
く
の
市
町
村
に
重
層

的
支
援
体
制
を
整
備
で
き
る
よ
う

支
援
を
す
る
。

投
票
等
、
教
育
を
昨
年
度
全
て
の

高
等
学
校
で
実
施
。
出
前
講
座
は

令
和
４
年
度
10
校
で
実
施
。

包
括
的
性
教
育
を
　

【
竹
村
】
子
供
た
ち
を
性
被
害
か

ら
守
る
為
に
は
、
性
教
育
が
重

要
と
思
う
が
現
状
は
。

【
教
育
委
員
会
】　

学
習
指
導
要

領
に
基
づ
き
行
っ
て
い
る
。
教
員

の
資
質
向
上
の
た
め
、
県
教
委
主

催
の
研
修
会
を
年
２
回
開
催
。
文

部
科
学
省
主
催
研
修
会
に
毎
年
４

名
程
派
遣
し
て
い
る
。
ま
た
産
婦

人
科
医
、
泌
尿
器
科
医
、
元
養
護

教
諭
、
臨
床
心
理
士
、
性
同
一
障

が
い
の
当
事
者
な
ど
を
外
部
講
師

と
し
た
授
業
も
し
て
い
る
。
令
和

４
年
度
は
県
全
体
で
21
校
に
外
部

講
師
を
派
遣
し
た
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
へ

【
竹
村
】
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
員
の
状
況
と
求
め
る
も
の

は
。

【
環
境
部
】　

現
在
50
名
が
出
前

講
座
や
講
習
会
の
講
演
な
ど
、
推

進
員
が
い
な
い
木
曽
地
域
以
外
で

は
、
満
遍
な
く
活
動
中
。
昨
年
の

活
動
回
数
６
９
６
回
、
参
加
人
数

３
９
、２
７
９
人
。
県
民
へ
の
直

接
の
意
識
変
革
等
啓
発
活
動
は
、

重
要
な
の
で
期
待
し
て
い
る
。

外
来
植
物
駆
除
進
め
て

【
竹
村
】
ア
レ
チ
ウ
リ
や
オ
オ
キ

ン
ケ
イ
ギ
ク
等
の
駆
除
に
国
の

交
付
金
は
使
え
な
い
か
。

【
環
境
部
】　

市
町
村
へ
の
駆
除

対
策
ア
ン
ケ
ー
ト
に
、
被
害
状
況

把
握
が
難
し
い
、
対
策
手
法
が
分

か
ら
な
い
、
労
力
確
保
が
難
し
い

な
ど
声
が
あ
っ
た
。
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
は
有
効
な
の
で
、
農

政
部
と
連
携
し
対
応
し
た
い
。

へ
き
地
手
当
を

上
げ
て
処
遇
改
善
へ

【
竹
村
】
周
辺
県
と
大

差
が
あ
る
手
当
率
は

上
げ
る
べ
き
で
は
。

【
教
育
長
】　

大
き
な

課
題
だ
と
い
う
認
識
は

持
っ
て
い
る
。
現
在　

国
で
も
様
々
な
教
員
の

処
遇
に
つ
い
て
議
論
さ

れ
て
い
る
の
で
、
全
体

を
見
な
が
ら
考
え
取
り

組
ん
で
い
る
。

酷
暑
に
対
応
で
き
る

環
境
を

【
竹
村
】
高
等
学
校
の

特
別
教
室
や
事
務
室

の
エ
ア
コ
ン
設
置
状

況
は
。

【
教
育
委
員
会
】
９
月

１
日
時
点
全
県
44・１
％

の
設
置
率
。
ま
た
事
務

室
、
校
長
室
、
職
員
室

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
を

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
を

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
を

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
を

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
を

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
を

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
を

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
を

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
を

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
を

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
を

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
を

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
を

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
を

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
を

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
を

地
域
共
生
社
会
の

　
　
　
　
　実
現
に
向
け
て

消
防
団
員
増
員
に
向
け
て




